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日揮グループが取り組む国産SAF製造事業
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原料は100%

国産廃食用油
を目指す
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事業スキーム
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合同会社
SAFFAIRE SKY ENERGY
（サファイア　スカイ　エナジー）

コスモ レボ 日揮HD

レボ

コスモ
航空
会社

日揮 コスモ

用役・土地 製造委託EPC

出資
(48%)

出資
(4%)

出資
(48%)

原料

NEAT SAF 混合SAF

コスモ
バイオナフサ 化学

会社等

コスモ
バイオディーゼル 重量車両

使用事業者

バイオナフサ

バイオディーゼル

日揮HD

事業系
廃食用油

原料調達に
関する支援

機運醸成

原料

家庭系
廃食用油
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国内廃食用油の現状
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発生量

50万トン

飼料原料

２０万トン

海外輸出

12万トン

工業原料

5万トン

燃料原料

1万トン

廃棄

2万トン

家庭系

発生量

10万トン

発生量

40万トン

事業系

廃棄

（注）

注：９割以上は廃棄されていると言われている

課題①： 事業系廃食用油の国内資源循環
課題②： 家庭系廃食用油の資源化

トータル
20万トン以上

サファイアプロジェクト
の必要量３万トン＞＞
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機運醸成の必要性
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既存の仕組みに変化を
与える手間やリスク

取り組みに参加する
価値・理由

機運

機運
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資源循環による脱炭素化社会の実現を目指して
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Photo by Tatsuya Tanaka

fry to fly project
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Fry to Fly Project（本日時点全191団体）
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※一部ロゴ未掲載
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Fry to Fly Project取り組み事例
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Fry to Fly Project取り組み事例
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Fry to Fly Project取り組み事例
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SAFをつくる・つかうということの意味
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